
                         

９ 

南
部
３
公
民
館
交
流
Ｇ
Ｇ
大
会 

【豊
永
開
催
】 

                    

草
間
台
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
大
会 

【足
見
】 

１
０
月
１
６
日
（
金
）
、
豊
永
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン

ド
に
お
い
て
、
南
部
３
公
民
館
交
流
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
秋
冷
え
の

快
晴
の
も
と
、
草
間
・
井
倉
・
豊
永
の
各
公
民
館
か
ら

５
５
名
の
参
加
者
が
８
ホ
ー
ル
２
ラ
ウ
ン
ド
の
プ
レ

イ
を
通
じ
て
親
睦
を
深
め
ら
れ
ま
し
た
。
草
間
公
民

館
内
の
参
加
者
の
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

【
準
優
勝
】
藤
原
健
雄 

４
０
打 

 

 

【 

６
位 

】
小
川
晴
夫 

４
１
打 

 

【 

８
位 

】
野
手
征
士 

４
２
打 

 

 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

１
５
㍍
含
】 

 

・
藤
野
和
生 

 

・
小
川
晴
夫 

 

・
西
上
み
す
江 

 

 

 

【
１
１
月
２
４
日(

火)
 

９
：
３
０
～
１
１
：
３
０

】 

草
間
公
民
館
別
館 

１
階
ホ
ー
ル             

和
紙
の
原
料
で
あ
る
コ
ウ
ゾ
・
ミ
ツ
マ
タ
か
ら
実
際
に
和
紙
を
す

く
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
当
日
は
す
い
た
ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の

和
紙
に
色
和
紙
を
貼
っ
た
り
、
図
柄
ス
タ
ン
プ
を
押
し
た
り
し
て
作

品
と
し
て
仕
上
げ
て
頂
こ
う
と
思
い
ま
す
。
別
紙
案
内
チ
ラ
シ
を
確

認
の
上
、
１
１
月
１
８
日
（
水
）
ま
で
に
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 
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douzo 

De 

 

 

俳
句 

電
線
に
並
ぶ
つ
ば
め
の
故
郷
や 

                    
 
  

  
  

  

長
田 

保
子 

初
採
り
の
ぶ
ど
う
眼
を
集
め
た
り 

                    
 
  

  
  

  

橋
本 

八
重
子 

 

短
歌 

赤
木
敏
太
郎
が
発
見
し
牧
野
博
士
が
命
名
の
ヤ
マ
ト 

レ
ン
ギ
ョ
ウ
羅
生
門
に
あ
り 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 

杉 

秀
樹 

 

吹
き
出
し
か
言
の
葉
満
つ
る
鬼
ふ
す
べ 

生
成
Ａ
Ｉ 

の
脳
と
も
見
ゆ
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

滑 
 

都 
 

わ
が
家
の 

も
み
じ
生
き
て
三
百
年 

真
紅
に
色
づ
き 

秋
の
風
物
詩 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

長
岡
愛
子 

 

農
休
日 

大
原
千
鶴
先
生
の 

 
 

 

お
料
理
ノ
ー
ト 

弾
み
て
開
く 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

   
 

 
 

西
山 

富
美
子 

 

川
柳 

十
月
題
「
実
」「
書
」 

   
 
 
 
 
 
 
 

草
間
ひ
ま
わ
り
会 

 

現
実
は
思
っ
て
い
る
よ
り
先
に
あ
る 

何
事
も
準
備
が
大
事
書
く
事
も 

福
嶋
輝
代 

等
し
く
い
の
ち
重
い
実
も
軽
い
実
も 

嫌
い
と
書
き
ふ
つ
う
に
好
き
と
書
き
直
す 

田
井 

芳
枝 

確
実
に
歳
月
過
ぎ
て
米
寿
く
る 

祖
父
か
ら
の
冠
婚
葬
祭
文
書
あ
り 

笹
田 

彰 

顔
に
出
る
そ
の
場
し
の
ぎ
の
口
実
は 

手
書
き
文
字
人
と
な
り
ま
で
読
み
と
れ
る 

西
本
八
寿
江 

実
る
秋
気
付
か
ぬ
う
ち
に
早
や
鳥
獣 

書
き
留
め
た
作
業
記
録
が
レ
ー
ル
敷
き 

中
村 

公
人 

１０月１８日（日）午前１０時から草間台小学校体育館におい
て、草間カルスト里山の会（堀江利明会長）主催の「草間地区敬老
会」が開催されました。７５歳以上の対象者２１０名のうち４８名
が出席されました。最初に岩山神社の渡邉詩穂神官が神事を執り
行われ、参加者や敬老者の健康と長寿を祈願されました。式典で
は、主催者を代表して堀江会長の挨拶があり、米寿を迎えられた方
に市からのお祝い金が手渡されました。加藤勝信元財務大臣も駆
けつけて祝辞を述べられました。最後に参加者を代表して草間白
やまぶき会の西山嘉治会長から謝辞がありました。続いて祝宴は、
１０３歳の森光榮さんの乾杯のご発声で始まり、「大正琴」（カルス
トなでしこの会）、「フルート演奏」（渡邉明美様）、「手品と変面シ
ョー」（山上浩二様、山上美智子様のアトラクションがあり、参加
の敬老者の皆様は、楽しく和やかな時間を過ごされました。 

１０月１８日（日）土橋交流センターにおいて、土橋みらい
の会（田井義明会長）主催の「第５３回土橋地区民運動会」が
開催されました。地区民約１００名が参加し、２地区紅白対抗
で、酒(色水)買い競争、ボール運び、玉入れ、綱引き等の種目
で熱戦を繰り広げられました。得点種目以外も、草間台保育所
の園児のかわいい演技（踊り）、パン食い競争、肥運び、太公
望（釣り）、女性のスプーンレース、高齢者のグラウンドゴル
フ競争等多彩で、新見公立大学の学生も参加しており、グラウ
ンドは拍手と歓声で大いに盛り上がりました。運動会終了後に
は、 のオープニングイベントがあり、参加者には
ほたる定食が提供されました。参加の皆さんは、“スポーツの
秋”を満喫されるとともにカフェで昼食を取りながら地区民同
士の親睦を深められました。 

【
男
子
の
部
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

①
中
山
義
昭 

５
８
打   

②
杉 

基 
 

③
大
月
哲
夫 

④
太
田
稔
穂 

⑤
藤
原
健
雄 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
女
子
の
部
】 

①
藤
野
晴
美 

６
０
打 

②
西
上
み
す
江 

③
藤
井
シ
ゲ
ノ  

④
西
村
宮
子  

⑤
藤
波
英
子 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】 

・
太
田
稔
穂 

・
杉 

基
（
２
本
） 

・
西
上
み
す
江 

・
藤
野
晴
美 

【
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞 

１
５
㍍
】 

・
久
高
幸
治 

・
中
山
義
昭 

 

・
大
月
哲
夫
（
２
本
） 

・
藤
井
シ
ゲ
ノ 

 

・
西
村
宮
子
（
２
本
） 

 

１
０
月
７
日
（
水
）
、
足
見
南
部
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、

草
間
台
Ｇ
Ｇ
愛
好
会
１
０
月
大
会
が
開
催
さ
れ
、
メ
ン
バ
ー

２
９
名
が
爽
や
か
な
秋
空
の
元
、
元
気
に
競
技
を
楽
し
ま
れ

ま
し
た
。
こ
の
大
会
の
成
績
は
次
の
通
り
で
す
。 

 

 
10 月２５日（日）、土橋みらいの会（田井義明会長）は、「おかや

ま元気！集落活動促進事業制度」を活用して、土橋地区３２名の参加
者が真庭市二川地区「二川みらいづくりセンター」へ視察研修に行か
れました。地域の活性化・のびのび暮らせる地域をめざして、小学校
廃校舎を活動拠点に、農業体験、マルシェ、リマインド交通の運営、
２階「ふるいち二川まんが館」開館、「土居分小菜」（伝統野菜の漬
物）販売等の取組について研修されました。研修後は休暇村蒜山高原
「ランチビュッフェ」でバイキング昼食をして、境港（大漁市場なか
うら）経由で帰られました。地域民の懇親と土橋地区の今後の参考と
なる有意義な研修になられたようです。 

 

 

雨
天
中
止 

１
０
月
２
５
日
（
日
）
に
予
定
し
て
お
り
ま
し
た
草
間
地
区 

青
壮
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
は
、
雨
天
・
グ
ラ
ウ
ン
ド
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
不
良
で
、

残
念
な
が
ら
中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
運
営
委
員
の
皆
様
・
参
加
予
定

の
皆
様
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
。 

10 月２７日（火）、草間カルスト里山の会（堀江
利明会長）は、役員１２名で、本年度備中県民局の
補助金事業を活用して草間産そば粉を使用した乾麺
製品化に向けて商談を進めている笠岡市平井「小山
製麺」に地域外研修に行かれました。実際に商品製
造工程を視察され、完成品の「乾麺、パスタ」を受
領されました。帰路では、カブトガニ博物館や道の
駅「笠岡ベイファーム」に立ち寄られました。今回
の研修視察を活かして、そば乾麺製品の商品ラベル
等も工夫し販売に向けての準備を進められます。 
 


